
●11月、12月のWEB講義は、連続で「感染症予防」について学びます。11月
は全員が知っておくべき標準予防策から始まり、代表的な感染症ノロウィルス、
インフルエンザへの対応、そして、12月の感染者の権利や児童への対応へと
続きます。すでにインフルエンザの流行も始まっています。是非ご覧ください。
●11月の「シリーズで学ぶ！虐待防止の視点と取り組み」は、 「このくらいな
ら大したことはないかも」といった、支援者の感じる迷いや見過ごし、あいま
い化の中に潜む虐待について考えます。組織の透明性や利用者の尊厳を軽ん
じる組織を形成していく危険性を是非一緒に考えていきましょう。
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通年企画
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※月曜日が祝日の場合は翌日の配信になります。

＜11月配信の講義・ゼミ一覧＞

サポ・カレ通信（11月号）

15分で学ぶ！障がい者支援の基礎 見たら
チェック

11月・12月連続講義：感染症予防

11月 2日(月) 「スタンダードプリコーション（標準予防策）」 □

11月 9日(月)
「感染症を見分けるための基本
ー感染経路・感染症の早期発見と日常観察のポイントー」

□

11月16日(月) 「ノロウイルス」 □

11月30日(月) 「インフルエンザの対応」 □

＜通年企画＞シリーズで学ぶ！虐待防止の視点と取り組み

11月24日(火) 「見て見ぬふり？」 □

WEB講義配信 毎週月曜日の配信メールのリンクから受講できます！

中堅職員スキルアップ講座2026 第2期
「職場内のコミュニケーションをより良くするヒント」

第1回：多様な人材を活かすために

11月12日（木）14：00～15：30
中堅職員のスキルアップを目指した3回連続のLiveゼミです。
参加者は、3回を通しての受講を前提に、別途募集させていただいております。

Liveゼミ
特別講義

講師：藤堂 貴代美 氏
（キャリアコンサルタント
・公認心理師・産業カウ
ンセラー）

Liveゼミ オンライン会議システムを使った双方向によるゼミナールです

※対象者は、中堅職員（職場で後輩指導やチーム運営に関わる方）です。
※開催後1週間限定で、アーカイブ配信もいたします。 視聴を希望される方は、事務局までお問
い合わせください。なお、Vimeoでの生配信はいたしません。



日 月 火 水 木 金 土

11月1日 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 12月1日 2 3 4 5

勤労感謝の日

シリーズで学ぶ！
虐待防止の視点と

取り組み
②：見て見ぬふり？

配信

15分で学ぶ！
障がい者支援の基礎

「インフルエンザ
の対応」

配信

15分で学ぶ！
障がい者支援の基礎

「スタンダードプリコー
ション（標準予防策）」

配信

文化の日

15分で学ぶ！障がい者
支援の基礎　　 「感染症
を見分けるための基本
ー感染経路・感染症の
早期発見と日常観察の

ポイントー」配信

サポカレ通信
11月号 配信

【Liveゼミ】

中堅職員スキル
アップ講座2026
第2期（第1回）

15分で学ぶ！
障がい者支援の基礎

「ノロウイルス」
配信

■サポカレ・ホームワーク■

サポ・カレ カレンダー
2026年11月

先取り告知（予定）

●2027年1月のWEB講義は「防災スペシャル講座」です

   2027年1月は、「BCPを“使える計画”にする実践訓練」と題するスペ
シャル講座を配信します。施設ごとに作られたBCPを具体的な災害イ
メージをもとに実践的に検証し、より精度の高いものに仕上げて行くた
めの講座です。是非ご覧いただき、一緒に訓練しましょう。

 サポーターズ・カレッジでは、現在、毎月1回、事例をもとにした講義を
配信しています。今月からは虐待事例を取り上げます。テーマは「急かしてしまう」です。

さてこの事例、皆様どうお考えになりますか？配信は10月26日を予定しています。

サポカレの
ご利用方法は
こちらを参照!

朝の支度の時間帯。支援員は朝食までに更衣・整容・トイレ誘導などを終えるべく忙しい。新人支援員の田中は居
室でCさんの着替えを手伝っていた。Cさんは40代女性で、順番やこだわりがあり、急がされると動きが止まり
やすい。田中は最初、落ち着いて声をかけたが、進まず焦りが募る。そこへ先輩職員が通りかかり、笑いながら「C
ちゃん、いい子だからさっさとして」と、Cさんの手を強くつかんでぐいぐいと袖に手を通し、足をグイっともちあ
げ、ズボンをはかせた。そして、「ちょっと強めに言わないと進まないのよ」と言い残して去っていった。その後、田
中はCさんを食堂に誘導した。食堂へ向かう途中、Cさんは足を止めてしゃがみ込んでしまった。申し送りでは「こ
だわりが強く支度に時間がかかった」と共有され、「朝はしょうがないよね」「自閉症だからね」という感想でその
場は締めくくられた。田中は、先輩の強引な関わりや呼び方に違和感を覚えつつも、先輩の介入で自分がほっと
したこともあり、口に出せなかった。でも、やはり心の中にはなにかもやもやしたものが残った。
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